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【動機】

校舎の屋上に置いたポットに、風によって運ばれてくる種子や胞子から生える植物を調べるうち
に、空から降ってくる雨や雪などの降水中にも微生物やその胞子が含まれているのではないかと
考え、この研究に取り組んだ。

【方法】

ロウトをかぶせた三角フラスコで集めた雨水に液肥を加え、日の当たる場所に置いてその変化を
観察した。フラスコ中の雨水に藻類が発生し、緑色に変色したところで、顕微鏡でどのような微
生物が発生しているかを観察し、写真を撮影して記録した。

【結果】

季節を問わず、雨水や雪に液肥を加えると、緑藻類や藍藻類、菌類、原生動物などいろいろな種
類の微生物が発生したが、季節によってその種類や量に違いがみられた。また、発生した藻類は
湖沼に見られる種類は少なく、陸上に生息すると考えられている種類が多かった。

【まとめ】

雨や雪の中には、藻類や菌類、原生動物などさまざまな種類の微生物やその胞子が含まれている
。これらの微生物の中には、湖沼よりも湿った陸上で生活している種類の緑藻類が多く見られた
。このことから、雨や雪の中には、空中に巻き上げられたちりと共に漂う微生物やその胞子が多
く含まれていると考えられる。

【展望】

降水中には陸上に生息する微生物が含まれていることがわかってきたので、陸上の微生物と降水
中の微生物との関係を調べることで、微生物がどのように生息地を広げているのか、またこのこ
とに近年の変化する気象条件がどう関係しているのかを明らかにすることができるのではないか
。
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